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〔学校教育目標〕 

 ○かしこい子ども         ○美しいものに感動する子ども 

 ○思いやりのあるやさしい子ども  ○たくましく生きぬく子ども 
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文責 

校長 時田直人 

令和 6年度が始まりました 

 4月4日（木）に始業式、5日（金）には入学式が行われました。8日（月）から集団登校が始まり、全校児童53４

名全員そろって令和 6年度がスタートしました。新しい先生たちと新しいお友だちとの出会いがありました。4月

４日の登校の際には、「仲の良いお友だちと同じクラスになれるかなあ。」「新しい先生はやさしいかな。」と、子供

たちの様子からは、大きな期待とちょっぴりの不安が入り混じっていました。始業式と新任式では、わくわくどき

どきの時間でしたが、子供たちはすぐに打ち解けて大切な仲間づくりが始まっています。 

 入学式は6年生も参加し、103名の 1年生を迎えることができました。8日（月）には登校班でお兄さんお姉さ

んといっしょに学校に来ました。9日（火）には身体測定、10日（水）には交通安全教室を行いました。「学校は楽し

いですか？」と聞くと、「たのしいことがいっぱいです。」「お勉強が楽しいです。」など、たくさんの返事が返ってき

ました。一生懸命に頑張る 1年生を応援しています。 

 入学式でのあいさつより 

一つめは、「友達と仲良くしよう」です。今日からたくさんの人たちと生活が始まります。友達がいっぱいできると

学校が楽しくなります。勉強や遊びももっと楽しくなります。みんなが仲良くしていると、上級生のお兄さんやお姉さ

んがいろいろ教えてくれたり、いっぱい遊んでくれたりすると思います。友達をたくさんつくって楽しく過ごしてくだ

さいね。 
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二つめは、「人の話をよく聞こう」です。皆さんには、学校の先生をはじめ、いろいろな人が勉強や大切なことを教

えてくれます。その教えてくれることをよく聞くことはとても大事です。人の話を最後まで聞いて、約束や決まりをし

っかり守って生活することが、楽しい学校生活の元です。人の話をしっかり聞ける児童になってくださいね。 

三つめは、「自分でできることは自分でしよう」です。今までも、自分で服を着たり、食べたものの後片付け 

をしたりしてきたと思います。これからは今まで以上に、自分でできることはどんどん自分でやってくださ 

い。そして、友達と協力できる子、進んで勉強する子になってくださいね。 

 一年生のみなさん、校長先生とこの三つの約束をしっかり守り、これから元気に登校してください。  

始業式の様子 

 令和６年度は新しい先生方との新任式から始まりました。わ

くわくどきどきのスタートでした。その後の始業式では子供

たちには次のことを話しました。「You can do it」何事にも

挑戦しよう。そして友達と仲よくし楽しい学校になるように全

員で力を合わせ頑張っていきましょうと伝えました。6 年生

を中心に、楽しい若草小学校をみんなで創っていきましょう。 

 

6年生のお兄さん、お姉さんに手伝ってもらいました。 

 大きなランドセルを背負って登校してきた 1 年生を 6 年生が迎え

ています。教室で朝の支度をいっしょに行い教えています。１週間が

経過し、学校生活も少しずつ慣れ始めてきました。始業前の時間は、

朝の支度をする時間です。6年生がクラスを訪問しランドセルの中か

ら教科書を出したり連絡帳を先生に提出する仕方を教えています。 

支度が終わると読み聞かせをして、交流しています。 

１年生交通安全教室が開かれました。 

 南アルプス警察署のおまわりさんや交通指導員の方を招いての交通安全教室が開

かれました。DVD 視聴を通し、事故の危険や安全について学びました。交通指導員

さんからは横断歩道の渡り方を教えてい

ただきました。本校は通学区域が広いこ

とが特徴です。学校が子供たちにとって

安心安全な場所であるように、地域の方

に見守られながら元気よく登校してきて

欲しいです。 

 

  児童の中には、弟や妹が入学してきた子供たちがいます。朝の登校時には、弟や妹はしっかりできているかなと

心配している様子が見られます。教室に入るまで見守っている姿は微笑ましいです。廊下で 1年教室を覗いては、弟

妹を見て安心している顔があります。玄関前で「校長先生、私の妹が 1 年生にいます。」と声をかけられることもあり

ます。「○列目の○番目だよ。」と教室まで連れて行ってもらいました。1年生の顔を見に行くと、きょうだいに間違い

ないと思わず笑みがこぼれます。「似ているねー。」「みんなに言われます。」と楽しい会話の時間でした。 

みんなで支え合いながら、そして一人ひとりとつながり 53４名全員の児童が「学校が楽しい」と思えるような毎日

を過ごしていきたいと思います。保護者の方・地域の方のご支援をよろしくお願いいたします。 


